
世
界
三
大
大
火
の
０
と
つ
η
拓
袖
火
事
タ

江
戸
の
大
火
が
も
た
ら

日
本
刀
の
飛
躍
的
な
発

ロ
ー
マ
、
ロ
ン
ド
ン
大
火
と
並
ぶ
「世
界
三
大
大
火
」
と
呼
ば
れ
、

供
養
の
た
め
焼
い
た
振
袖
が
原
因
と
す
る
伝
承
か
ら

ク搬
祥
爆
事じクと
も
呼
ば
れ
る
貯
靡
の
大
火
。

こ
の
火
災
に
よ
っ
て
膨
大
な
数
の
日
本
刀
が
焼
失
し
、

そ
の
結
果
、
巨
大
な
刀
剣
需
要
が
生
ま
れ
て
い
た
。

文
ふ
伊
藤
墜

二
薫
共
刀
剣
史
研
究
家
）

死
者
１０
万
人
以
上
を
記
録

未
争
有ぅ
の
大
火

明
暦
３
（１
６
５
７
）年
正
月
に
当
時
の

江
戸
市
街
地
の
大
半
を
焼
き
尽
く
し
、
西

の
丸
を
除
く
江
戸
城
ま
で
焼
失
さ
せ
た
明

暦
の
大
火
が
起
こ
る
。
２
日
間
に
わ
た

っ

て
３
カ
所
か
ら
出
火
し
、
猛
火
は
冬
期
で

乾
燥
し
て
い
た
江
戸
の
地
を
北
西
の
季
節

風
に
乗

っ
て
紙
め
尽
く
し
た
（図
１
）
。

被
害
の
状
況
は
次
の
よ
う
に
伝
わ
る
。

①
死
者
は
１０
万
人
を
下
ら
な
か
っ
た
と
い

いつ
。
当
時
の
江
戸
の
人
口
は
町
方
人
口

（町
人
の
人
口
）
で
２８
万
人
程
度
と
推
計

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
旗
本
や
諸
藩
の

江
戸
在
勤
の
武
士
や
、
寺
社
関
係
者
が

同
程
度
い
た
と
仮
定
し
て
も
、
全
人
口

に
占
め
る
火
災
で
の
死
者
の
割
合
は
想

像
を
絶
す
る
。

②
江
戸
城
も
天
守
閣
、
本
丸
、
一
一の
丸
、
一二

の
丸
が
焼
失
。
西
の
丸
だ
け
残
る
と
い

う
惨
状
だ

っ
た
。
大
名
邸
は
当
時
、
江

戸
に
あ
っ
た
２
１
４
家
の
う
ち
、
約
７５
％

の
１
６
０
家
が
焼
け
る
。
旗
本
屋
敷
は

７
７
０
家
以
上
が
焼
失
。
寺
院
や
神
社

も
例
外
で
は
な
く
３
５
０
余
り
が
被
害

に
遭
う
。
そ
し
て
町
家
は
４
０
０
町
余

り
が
焼
け
、
橋
は

一
石
橋
、
浅
草
橋
を
の

ぞ
ぃ
て
６０
余
り
が
焼
け
落
ち
る
。

日
本
刀
ス
ト
ー
リ
ー

死者およそ10万人以上を記録した明暦の大火は、書物などを通じて西欧でも知られるようになった(田代幸春

画「江戸火事図巻」部分、東京都江戸東京博物館蔵)。 lmage:東京都歴史文化財団イメージアーカイブ
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学館)を参考に作成。焼死者の場所、数は竹内誠監修『ビジュアルワイド江戸時代館 第2版J(小学館)、 浅井了意の仮名草紙 rむさしあぶ

火
災
時
に
は
刀
剣
類
を

池
に
投
げ
込
み
避
難

刀
剣
も
次
の
よ
う
に
大
き
な
被
害
を
被

っ
て
い
る
。

１
江
戸
城
に
収
蔵
し
て
い
た
刀
剣
類
と
し

て
３０
振
り
入
り
の
刀
箱
が
３０
ぁ

っ
た
が
、

２５
箱
（約
８３
％
）
が
焼
け
た
と
さ
れ
る
。

う
鳥
享
保
名
物
帳
』
に
は
１
６
８
振
り
が
選

定
さ
れ
て
い
る
が
、
ほ
か
に
焼
失
し
た

名
物
８０
振
り
が
所
載
さ
れ
て
い
る
。
焼

失
し
た
原
因
は
明
暦
の
大
火
が
６９
振
り

（約
８６
％
）
と
大
半
を
占
め
る
。
残
り
は

人
坂
の
陣
で
９
振
り
、
本
能
寺
の
変
で

２
振
り
で
あ
る
。

大
名
邸
、
旗
本
屋
敷
、
御
家
人
屋
敷

の

刀
剣
被
害
に
つ
い
て
は
史
料
が
な
い
が
、

人
名
邸
は
７５
％
が
焼
失
し
て
い
る
の
で
あ

る
．
推
し
て
知
る
べ
し
で
あ
る
。

正
徳
２
（
１
７
１
２
）年
の
『
御
家
人
分

限
帳

・一
に
は
、
旗
本
５
３
９
８
人
、
御
家
人

１
万
７
３
９
９
人
が
記
さ
れ
て
い
る
。
旗

本
は
知
行
高

に
応
じ
て
軍
役
（戦
時
動
員

兵
力
）が
定
の
ら
れ
て
い
る
）^
例
え
ば
２
０

０
石
取
―，
で
は
供
連
８
人
、
侍
１
人
、
鑓
持

１
人
な
ど
総
勢
１６
人
（寛
永
軍
役
令
）
を
伴

っ
て
参
陣
す
る
こ
と
に
な
る
。
軍
役
に
備

え
て
の
御
用
意
刀
（
い
ざ
出
陣
の
際
に
藩

邸
の
徒
十
ら
、
下
級
の
武
士
た
ち
が
持

つ

刀
）
が
大
名
邸
に
も
、
旗
本
邸
に
も
常
備
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
旗
本
邸
の
焼
失
は

増 llキ ●

1月 18日、本郷丸山の本妙寺から出火。冬特有の強い北西風と前年か

らの降雨不足という悪条件が重なり、火の手は一気に江戸の町を覆った。

翌日11時頃、小石川の大番与力衆の宿舎から出火。こちらも一気に延

焼し、江戸城は天守、本丸、二の丸、三の丸が焼失。収蔵してあった刀

剣類30箱のうち25箱が焼けたという。16時頃には麹町から第3の出火。

溜池方面に延焼し、新橋の海岸にいたって鎮火した。

隅‖川

炒深

浅単キ●

図1「明暦の大火」による焼失の状況

山 li‖ 枝神社

●

溜池

ν叫ネ)夕ι‖け

●神‖りl神

み』を参考に作成 (伊藤三平著 r江戸の日本刀新刀、新々刀の歴史的背景』(東洋書院)よ り転載

地図は吉原健―郎。大浜徹也編『江戸東京年表』



明暦の大火と刀

徳
川
幕
府
８
代
将
軍
吉
宗
の
時
代
、本
阿
弥
家
が
幕
府
に
提
出
し
た
と
い
わ
れ
る
『享
保
名
物
帳
』
に
は
、
「焼

失
の
部
」
８０
振
り
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、そ
の
う
ち
６９
振
り
が
明
暦
の
大
火
で
被
災
し
た
と
さ
れ
る
。

主
な
も
の
と
し
て
、
露
後ご
藤
四し
購
、
締
身み
藤
四し
購
、
機
藤
四し
購
、
意
稽
飯‐‐
塀
藤
四し
飾
、
３
書
藤
四し
購
、
米
灘
藤
四じ

購
、徹
暉
酢
四し
鮨
な
ど
部
形
の
作
が
多
数
。
湊
繁
藤
泉
ヽ
三み
燎
藤
熟
ヽ
尺
聯
藤
熟
、
江ぇ
戸と
徳
鍬
藤
熟
、機
繁
藤
熟
、衡

見み
藤
泉
な
ど
、
酵
熟
も
多
数
。
既
難
弾
で
は
ヽ
三み
嬢
郎

藤ヽ
本
雛
、
酎
潔
雛
な
ど
、
そ
の
ほ
か
に
も
海ぇ
老び
名な
泉
逸

摯ヽ

奉
来
睡
々
ヽ
〓
斎
来
酢
々
、崚
阜ふ
酢
部
な
ど
の
名
物
が
こ
と
ご
と
く
焼
失
し
た
。

幕
府
は
お
抱
え
鍛
冶
の
３
代
越
前
康
継
に
命
じ
て
左
の
４
振
り
を
含
む
１３
振
り
を
再
刃
さ
せ
た
。

鵜
ル
曲
シ
基

無．
鰍

偉
鸞

ＩＩＩた
陣
離
形
（枠
伽

側
卿
騰
陣
贈
）

儀
降
神
社
蔵
（京
都
同
立
博
物
館
寄
託
）
ｎ
Ｙ
０

『義
偽
留
惨
疇
』
で
最
多
の
３４
振
り
が
記
載
さ
れ
て
い
る
名
工
・藤
四し
飾
歳
形
が
、
警
所
を
廓
上ぁ
げ
て
腔
撫
と
し
た
作
（所
毒
５８
，７

ｃｍ
、
反
り
１
・４
Ｃｍ
／
重
要
文
化
財
）。

太た
ル

鍬

降
律
（枠
伽

小
鋸
降
律
）

不
明
　
０

凛
彬
将
軍
家
か
ら
縦
訃
官
島
に
わ
た
り
、
吻
智ち
淮
黎
の
手
を
経
て
肇
膨
梨
音
ヽ
そ
し
て
徹
鵬
泉
膚
へ
と
受
け
継
が
れ
た
屈
指
の
名

刀
。
越
前
康
継
に
再
刃
さ
せ
た
の
ち
、
徳
川
将
軍
家
に
代
々
伝
え
ら
れ
た
が
、
昭
和
１２
（‐
９
３
７
）年
に
重
要
美
術
品
に
認
定
さ
れ

て
以
降
、
行
方
不
明
と
な
っ
た
。

刀

徹
舞
脚
鮒

ぉ
檬
ｔ
鸞
庁
朋
＝
ル
摯
謝
濃
辞
職
郷
御
靡
椰
川
／
縦
１１１だ
静
蜘
¶
偉
節
（枠
惨

謝
産
爆
井
争
）

齢
熱
神
社
蔵
　
０

０

三
好
政
長
曾
不
一こ
が
所
持
し
て
い
た
こ
と
か
ら
Ｊ
不
三
左
文
字
」
の
別
名
が
あ
る
。
本
能
寺
の
変
の
の
ち
、
焼
け
跡
か
ら
見
つ
か
っ

た
と
さ
れ
、
難
巳
黎
音
が
愛
蔵
。
そ
の
子
・梨
締
か
ら
徹
帥
家
慮
に
贈
ら
れ
た
が
、
中
棒
の
大
火
で
焼
失
。
や
は
り
越
証
康
態
に
命
じ

て
再
刃
さ
せ
、
今
に
伝
わ
る
（刃
長
６６
・９
Ｃｍ
、
反
り
１
・６
ｍ
／
重
要
文
化
財
）。

刀

席
静
≡
麟
ｔ
輩
（枠
惨

離
瀞
薦
相
）

不
明
　
０

徳
鵬
家
慮
が
離
わ
屋
の
解
戦
の
際
に
俯
慇
し
た
と
い
う
ほ
ど
好
ん
だ
刀
で

家
康
の
愛
刀
と
し
て
長
ら
く
将
軍
家
に
伝
わ
っ
た
。
明
暦
の
大
火
の
の
ち
、

の
後
行
方
不
明
と
な
っ
た
。

江
戸
時
代
初
期
に
埋
忠
寿
斎
に
磨
上
さ
せ
た
と
い
う
。

越
前
康
継
が
再
刃
し
て
幕
末
ま
で
伝
え
ら
れ
る
が
、
そ

『島
群
卸
盤
」
に
記
載
さ
れ
た
「酎
瀞
藤
熟
」
の
押

彰
養
押
紘
国

会

図
轟
晶
懇
ｅ
中

‥
・‐
‥
・‥

ｒ・Ｉ
Ｉ
Ｉ

よ
―

「幸
喘
角
蟹
鷺
崎

婆
佐

機

聾

Ｖ

濾

小
絶
γ
ヽ
ツ
わ
濡

稽

『撃標塩場緩』(果崎
蒜農漁書『労勘亀錫
帳』)の「名物 焼失」

誌面 (国立国会図書

館蔵)。

図2 堺の鉄砲製造数の推移

1000

明
暦
の
大
火
と
刀
綸
れ
キあ

７
７
０
参
あ
土
と
膠
財
た
わ

り
、ヤ
に
メ

士
の
数
は
軍
事
機
密
で
あ
る
こ
と
が
考
慮

さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
膨
大
な
数

の
刀
剣
が
焼
失
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

火
事
に
際
し
て
の
刀
剣
避
難
に
関
し
て
、

山
本
純
美
氏
の
著
書

『
江
戸
の
火
事
と
火

消
只
河
出
書
房
新
社
刊
）
に
よ
れ
ば
、
慶
長

期
（１
５
９
６
～
１
６
１
５
年
）
の
駿
府
城

火
災
時
に
７２
振
り
入
り
の
刀
箱
は
重
た
く
、

中
の
刀
を
出
し
て
池
に
投
げ
込
ん
で
難
を

逃
れ
た
話
や
、
元
治
期
（１
８
６
４
～
６
５

年
）
の
火
災
時
に
、
大
名
邸
の
女
性
た
ち
が

幅
広
い
帯
に
刀
を
差
し
て
避
難
し
た
様
子

が
書
か
れ
た
資
料
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

災
害
時
の
護
身
と
い
う
よ
り
、
刀
の
避
難

で
あ
ろ
う
。

元
和
年
間
（１
６
１
５
～
２
４
年
）
に
生

ま
れ
宝
永
２
（１
７
０
５
）年
ま
で
８５
年
間

を
生
き
た
旗
本
・天
野
長
重
が
記
し
た
教

訓
的
備
忘
録
『
思
忠
志
集
』
の
寛
文
１０
（１

６
７
０
）年
正
月
１５
日
の
条
に
は
「今
時
忠

之
道
を
思
は
ん
は
、
武
道
の
儀
は
常
の
習
、

書
く
に
及
ば
ず
、
当
分
の
御
敵
は
火
事
也
」

と
記
し
て
い
る
。

火
事
は
巨
大
な
″消
費
ク

復
興
需
要
が
江
戸
を
活
性
化

火
事
は
大
き
な
災
禍
で
あ
る
が
、
そ
の

後
に
必
ず
復
興
需
要
を
生
み
出
す
。
火
災

に
お
け
る
復
興
需
要
が
馬
鹿
に
な
ら
な
い

こ
と
は
歴
史
書
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

「江
戸
の
大
火
は
こ
の
の
ち
も
絶
え
ず
お

き
く

渉
き

，
ύ
．ム
ー
５
燒

．メ
苺
れ
瀬

戸
の
花
」
な
ど
と
痩
せ
が
ま
ん
を
言

っ
て
．

い
た
が
、
火
事
こ
そ
も

っ
と
も
大
き
な
消

費
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
あ
と
に
は
つ

ね
に
巨
額
の
土
木
工
事
が
お
こ
な
わ
れ
、

日
常
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
家
具
・

調
度
・
衣
類
、
あ
る
い
は
絵
画
・
刀
剣
・
甲

冑
。装
飾
品
な
ど
の
莫
大
な
需
要
を
呼
び

お
こ
し
た
。
諸
大
名
は
藩
邸
を
再
建
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
し
、
幕
府
は
大
名
・

旗
本
の
救
済
、
市
民
の
救
護
の
た
め
に
多

額
の
出
費
を
必
要
と
し
た
穴
児
玉
幸
多
著

『
日
本
の
歴
史
１６
　
一几
禄
時
代
』
中
央
公
論

社
刊
）

明
暦
３
（
１
６
５
７
）
年
は
、
ま
だ
幕
府

旗
本
、
御
家
人
、
諸
藩

の
経
済
力
に
も
余

裕
が
あ

っ
た
時
代
で
あ
る
。
幕
府
は
１
１
．

1胤ξ
l

(製造数)0

『堺市史巻五』(資料編第二)の資料六十八惰者国ヨリ誂鐵飽砲員数Jより(伊藤

三平著『江戸の日本刀新刀、新々刀の歴史的背景』(東洋書院)よ り転載)。

■

日
本
刀
ス
ト
ー
リ
ー

ん
力
焼
ス

下

囲

図



３
万
６
０
０
両
余
り
の
復
興
金
を
当
て
、

旗
本
に
は
貸
し
金
も
与
え
ら
れ
て
い
る
。

堺
鉄
砲
鍛
冶
の
承
応
元
（１
６
５
２
）年

～
元
禄
７
（１
６
９
４
）年
に
お
け
る
鉄
砲

製
造
数
の
デ
ー
タ
か
ら
明
暦
の
大
火
前
後

の
値
を
抜
き
出
し
て
図
示
し
た
も
の
が
図

２
で
、
明
暦
３
（１
６
５
７
）年
以
降
、
鉄
砲

の
注
文
が
大
き
く
増
加
し
て
い
る
。
そ
の

増
加
要
因
は
幕
府
御
用
筒
の
特
需
で
あ
る

こ
と
が
理
解
で
き
る
。
江
戸
幕
府
の
鉄
砲

は
、
近
江
国
の
国
友
鍛
冶

へ
の
発
注
が
主

た
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
間

に
合
わ
ず
堺
に
も
発
注
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

助
枠
の
大
火
で
誕
生
し
た

輝
か
し
い
艶
力
締
ル
の
時
代

武
器
の
需
要
増
と
武
器
性
能
の
進
化
は

戦
乱
が
鍵
だ
が
、
江
戸
時
代
に
は
戦
乱
に

は
無
縁
の
寛
文
新
刀
と
称
さ
れ
る
、
質
・量

と
も
に
輝
か
し
い
一
時
期
が
存
在
す
る
。

江
戸
で
長
曽
祢
虎
徹
、
大
坂
で
は
津
田

越
前
守
助
広
、
井
上
真
改
と
い
う
巨
匠
が

生
ま
れ
た
時
代
で
あ
る
。

２
）年
の
他
流
試
合
禁
止
ま
で
続
く
。
介

者
剣
法
（鎧
武
者
相
手
の
剣
術
）
か
ら
素

肌
剣
法
（鎧
を
着
用
し
な
い
武
士
相
手

の
剣
術
）
へ
の
転
換
と
し
て
、
刀
の
造
込

■

■

み
の
変
化
（刀
の
平
地
の
厚
み
を
落
と

し
て
刀
の
頑
丈
さ
よ
り
も
斬
れ
味
を
重

視
し
、
反
り
を
少
な
く
し
て
「突
き
」
を

行
い
や
す
く
す
る
）
が
起
こ
り
、
そ
れ
が

新
た
な
差
料
需
要
を
生
む
。

②
江
戸
時
代
前
期
は
殺
伐
と
し
た
時
代
で
、

辻
斬
り
の
横
行
や
、
か
ぶ
き
者
と
い
う

乱
暴
者
が
闊
歩
し
た
。
幕
府
は
何
度
も

禁
令
を
出
し
、
刀
の
寸
尺
を

「刀
は
２
尺

８
、
９
寸
（約
８５
～
８８
ｃｍ
）
、
脇
指
は
１
尺

８
寸
を
限
と
す
べ
し
」
と
制
限
す
る
。
刀

の
長
さ
は
侃
刀
す
る
人
物
の
身
長
、
技

量
で
必
然
的
に
制
限
さ
れ
て
く
る
が
、

脇
指
で
の
武
用
を
考
え
る
と
、
制
限
の

範
囲
内
で
長

い
方
（
１
尺
８
寸

＝
約
５４

ｃｍ
）
が
有
利
で
あ
る
。
し
か
る
に
古
刀
や

慶
長
新
刀
の
脇
指
は
短
い
も
の
が
大
半

で
あ
り
、
法
令
に
適
合
す
る
刀
剣

（脇

指
）
の
需
要
が
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

③
辻
斬
り
の
目
的
の

一
つ
が
刀
剣
の
利
鈍

を
検
証
す
る
こ
と
に
あ

っ
た
と
い
わ
れ

て
い
る
が
、
斬
れ
味
に
関
心
が
高
ま
り
、

山
野
加
右
衛
門
永
久
や
山
野
勘
十
郎
久

英
な
ど
の
試
刀
家
が
現
れ
、
そ
の
裁
断

入
れ
替
え
。補
充
も
必
要
に
な
る
。
脇
指

を
差
す
こ
と
を
許
さ
れ
た
町
人
に
も
経

済
力
が
つ
い
て
、

，
もれ
ら
が
新
た
な
購

買
層
に
な

っ
た
。

⑤
明
暦
３
（１
６
５
７
）年
１
月
の
明
暦
の

大
火
に
よ
る
刀
剣
類
の
焼
失
が
新
た
な

需
要
を
喚
起
し
た
。

先
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
明
暦
の
大
火

後
、
幕
府
は
復
興
金
を
旗
本
に
も
貸
し
与

え
て
お
り
、
武
士
の
表
道
具
で
あ
る
刀
剣

を
新
調
す
る
こ
と
も
急
務
で
あ

っ
た
と
推

測
で
き
る
。

，
）の
復
興
需
要
は
、
大

や
諸
藩
の
藩
工
に
も
繁
忙
を
も
た
ら
し

だ
け
で
な
く
、
上
記
①
～
③
の
要
素
が

り
込
ま
れ
た
新
様
式
の
刀
剣
の
誕
生
”

な
が
り
、
大
坂
で
は
次
の
元
禄
文
化

や
か
さ
を
先
取
り
す
る
よ
う
な

取
り
込
ん
だ
寛
文
新
刀
が
誕
生
し
た
の

は
な

か
ろ
う

か
。

寛
文
新
刀
が
生
ま
れ
た
背
景
と
し
て
、　
　
　
銘
入
り
の
新
身
の
刀
剣
が
好
ま
れ
た
。

筆
者
は
次
の
５
つ
の
要
因
を
考
え
て
い
る
。
　

④
江
戸
時
代
前
半
は
人
口
も
増
え
、
年
貢

収
入
も
増
加
し
て
各
藩
も
財
政
的
に
余

①
凱
恭
年
間
（１
６
２
４
～
４
４
年
）
に
隆
　
　
　
裕
が
あ
り
、
ま
た
、
武
力
に
よ
ら
な
い
ヵ

盛
し
た
剣
術
流
行
は
天
和
２
（
１
６
８
　
　
　
治
重
視
の
藩
政
運
営
の
た
め
に
人
材
の

〇 萌磨の大火と噴文薪力」の名工
寛文新刀とは、寛文期 (1661～ 73年 )に多く出現

した刀で、反りが浅く先が細るのが一般的特徴と

されている。

この時期に剣術で「突き」が流行 したことで、無

反り刀の需要が高まつたとされる (こ の説には異

論もある)。 まるで棒のような体配の刀を、間差 し

(柄を前に長 く出し、刀がほぼ水平になるような

差 し方)に することが江戸で流行。長曽祢虎徹を

はじめ美i蒔晏走、工森芥業量、選綴寺孟弘など

明層の大火
▼

江 大和守安定

戸 箕書称虎薇

大 津田助広

坂 昇上箕畿

器 薩典等慧告

の作にこうした体配が見られる。

一方で鶴力や離乱力、数珠力など、装飾的な力
文が目立つようになつたのも寛文新刀の特徴で、
特に華やかな刃文は、津由勁送ゃ丼工糞畿など、
大坂の刀工に顕著だった。

下の図は、寛文新刀の主な刀工の活動期を示 し

たもの。明暦の大火の後の復興需要と寛文期の流

行を経験 した彼らは、刀鍛冶として最も幸運な時

代を生きたのかもしれない。

各刀工の実線部分は年紀作、あるいは裁断銘で確認できる時期。破線は生存したであ′うう時期(伊藤三平著『江戸の日本刀新刀、
新々刀の歴史的背景』〈東洋書院〉より転載)。

明暦の大火と刀

承: 明 :

応: 暦 :
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